
 

 

  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

がくいんふくいんか 

１か 

テモテに ついて 
 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

の日
ひ

）のために、 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげみことばを 

私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

 
  

神
かみ

は霊
れい

ですから、神
かみ

を礼拝
れいはい

する者
もの

は、霊
れい

とまことによって 

礼拝
れいはい

しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に必要
ひつよう

なものを準備
じゅんび

できたかチェックするのに使
つか

ってください 
 

聖書
せいしょ

    献金
けんきん

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 週 報
しゅうほう

を読
よ

む 
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せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

Ⅰテモテ 1:1～2  私
わたし

たちの救
すく

い主
ぬし

なる神
かみ

と私
わたし

たちの望
のぞ

みなるキリスト・イエスとの命令
めいれい

による、キ

リスト・イエスの使徒
し と

パウロから、信仰
しんこう

による真実
しんじつ

のわが子
こ

テモテへ。父
ちち

なる神
かみ

と 私
わたし

たちの主
しゅ

なるキリス

ト・イエスから、恵
めぐ

みとあわれみと平安
へいあん

とがありますように。 

 

1.テモテは神
かみ

を敬
うやま

う者
もの

、神
かみ

を賛美
さ ん び

する者
もの

という意味
い み

です 

   ユニケの息子
む す こ

であり、ロイスの孫
まご

でした（Ⅱテモ 1:5） 

   ルステラでギリシヤ人
じん

の父
ちち

とユダヤ人
じん

の母
はは

から生
う

まれました（使 16:1） 

 

2.テモテはパウロの弟子
で し

でした 

1）パウロは、テモテを愛
あい

する忠実
ちゅうじつ

な息子
む す こ

と呼
よ

びました（Ⅰコリ 4:17、Ⅱテモ 2:1） 

2）幼
おさな

い頃
ころ

からみことばを学
まな

び、宣教
せんきょう

のために特別
とくべつ

に呼
よ

ばれた者
もの

でした（Ⅰテモ 1:18、

4:14） 

3）テサロニケに派遣
は け ん

されました（使 18:5） 

4）パウロとシラスと一緒
いっしょ

にベレヤに行
い

きました（使 17:14） 

    パウロと一緒
いっしょ

にコリントに行
い

きました（Ⅰテサ 1:1） 

    エラストとマケドニヤに送
おく

られました（使 19:22） 

5）最後
さ い ご

までパウロに同行
どうこう

しました（使 20:4） 

    エペソ教会
きょうかい

に派遣
は け ん

されました（Ⅰテモ 1:3、Ⅱテモ 1:18） 

 

3.テモテは若
わか

い人
ひと

でしたが忠実
ちゅうじつ

な牧師
ぼ く し

でした 

1）福音
ふくいん

の働
はたら

きをしました 

2）信徒
し ん と

たちをみことばによって育
そだ

てました 

3）教会
きょうかい

を復興
ふっこう

させました 
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ひ
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私
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に適用
てきよう
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です 
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今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

エペソに はけんされた テモテ 

 

Ⅰテモテ 1:3  私
わたし

がマケドニヤに出 発
しゅっぱつ

するとき、あなたにお願
ねが

いしたように、あなたは、エペソにず

っととどまっていて、ある人
ひと

たちが違
ちが

った教
おし

えを説
と

いたり 

 

1.エペソはローマ帝国
ていこく

アジア州
しゅう

の首都
し ゅ と

であり、港湾
こうわん

都市
と し

で、政治
せ い じ

、交通
こうつう

、商 業
しょうぎょう

、宗 教
しゅうきょう

の

中心地
ちゅうしんち

でした 

 

2.パウロが重要
じゅうよう

に思
おも

って働
はたら

きをしたところでした 

1）ユダヤ人
じん

の会堂
かいどう

があったところでした（使 18:19） 

2）プリスキラとアクラ夫婦
ふ う ふ

が留
とど

まったところでした（使 18:18～19） 

3）アポロが伝道
でんどう

したところでした（使 18:21～28） 

4）パウロの働
はたら

きの重要
じゅうよう

な実
み

が結
むす

ばれたところでした（使 19:1～10） 

   ツラノ運動
うんどう

を通
とお

して多
おお

くの弟子
で し

たちが起
お

こりました（使 19:8～10） 

   魔術
まじゅつ

を行
おこな

っていたユダヤ人
じん

が悔
く

い改
あらた

めましたが、偶像
ぐうぞう

を作
つく

って売
う

る銀
ぎん

細工
ざ い く

人
にん

(*)が騒
さわ

がし

くしたところでした（使 19:13～29） 

5）ミレトでエペソの長老
ちょうろう

たちを招待
しょうたい

して特別
とくべつ

メッセージを伝
つた

えました（使 20:17～38） 

6）監獄
かんごく

の中
なか

でエペソ人
びと

への手紙
て が み

を記録
き ろ く

してテキコを通
とお

して伝
つた

えました（エペ 1:1） 

 

3.エペソに混乱
こんらん

があるときテモテを派遣
は け ん

しました（Iテモ 1:3） 

 

 

 

 

* 銀
ぎん

細工
ざいく

人
にん

:金 銀
きんぎん

細工
ざいく

や 真 鍮
しんちゅう

の 器
うつわ

などを作
つく

る技 術 者
ぎじゅつしゃ
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をして礼拝
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私
わたし

の生活
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に適用
てきよう
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しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
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今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

しどうしゃへの おしえ 

 

Ⅰテモテ 3:1 「人
ひと

がもし監督
かんとく

の 職
しょく

につきたいと思
おも

うなら、それはすばらしい仕事
しごと

を求
もと

めることである」

ということばは真実
しんじつ

です。 

 

1.教理
きょうり

に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 1:1～20） 

1）違
ちが

った教
おし

え（偽
いつわ

りの律法
りっぽう

）を教
おし

える人
ひと

がいました 

   - 彼
かれ

らは果
は

てしのない空想
くうそう

話
ばなし

と系図
け い ず

とに心
こころ

を奪
うば

われたり、論議
ろ ん ぎ

を引
ひ

き起
お

こしました 

（Ⅰテモ 1:3～4） 

2）キリスト・イエスは忠実
ちゅうじつ

な者
もの

と認
みと

めてくださって、恵
めぐ

みの福音
ふくいん

を伝
つた

える務
つと

めを任
まか

せまし

た（Ⅰテモ 1:12～17） 

3）信仰
しんこう

の良
よ

い戦
たたか

いを勇敢
ゆうかん

に戦
たたか

い抜
ぬ

くように言
い

いました（Ⅰテモ 1:18～20） 

 

2.礼拝
れいはい

に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 2:1～15） 

1）神
かみ

は、すべての人
ひと

が救
すく

われて、真理
し ん り

を知
し

るようになるのを望
のぞ

んでおられると言
い

いました 

（Ⅰテモ 2:4） 

2）神
かみ

と人
ひと

との間
あいだ

の仲介者
ちゅうかいしゃ

も唯一
ゆいいつ

であって、それは人
ひと

としてのキリスト・イエスですと言
い

い

ました（Ⅰテモ 2:5） 

3）キリストは、すべての人
ひと

（罪人
つみびと

）のために 、ご自身
じ し ん

を贖
あがな

いの代価
だ い か

としてお与
あた

えになった

と言
い

いました（Ⅰテモ 2:6） 

 

3.指導
し ど う

に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 3:1～6） 

1）監督
かんとく

（指導者
しどうしゃ

）の職分
しょくぶん

はすばらしい仕事
し ご と

を求
もと

めることです（Ⅰテモ 3:1） 

2）評判
ひょうばん

の良
よ

い人
ひと

でなければいけないと言
い

いました（Ⅰテモ 3:7） 

3）キリスト・イエスを信
しん

じる信仰
しんこう

について強
つよ

い確信
かくしん

を持
も

つことができる者
もの

でなければならな

いと言
い

いました（Ⅰテモ 3:13） 
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の生活
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に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
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今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

 いつわりの おしえに たいする 

 メッセージ 

 

Ⅰテモテ 4:1～5 しかし、御霊
みたま

が明
あき

らかに言
い

われるように、後
のち

の時代
じだい

になると、ある人
ひと

たちは惑
まど

わす霊
れい

と

悪霊
あくれい

の教
おし

えとに 心
こころ

を奪
うば

われ、信仰
しんこう

から離
はな

れるようになります。それは、うそつきどもの偽善
ぎぜん

によるものです。

彼
かれ

らは良 心
りょうしん

が麻痺
ま ひ

しており、結婚
けっこん

することを禁
きん

じたり、食 物
しょくもつ

を断
た

つことを命
めい

じたりします。しかし食 物
しょくもつ

は、信仰
しんこう

があり、真理
しんり

を知
し

っている人
ひと

が感謝
かんしゃ

して受
う

けるようにと、神
かみ

が造
つく

られた物
もの

です。神
かみ

が造
つく

られた物
もの

はみ

な良
よ

い物
もの

で、感謝
かんしゃ

して受
う

けるとき、捨
す

てるべき物
もの

は何
なに

一
ひと

つありません。神
かみ

のことばと祈
いの

りとによって、聖
きよ

めら

れるからです。 

 

1.うそをつく人
ひと

（偽
にせ

教師
きょうし

）に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 4:1～16） 

1）後
のち

の時代
じ だ い

になると、惑
まど

わす霊
れい

と悪霊
あくれい

の教
おし

えとに心
こころ

を奪
うば

われると言
い

いました（Ⅰテモ 4:1） 

2）良心
りょうしん

が麻痺
ま ひ

しており、偽善
ぎ ぜ ん

によってうそをつく者
もの

であると言
い

いました（Ⅰテモ 4:2） 

3）禁欲
きんよく

主義
し ゅ ぎ

、霊知
れ い ち

主義
し ゅ ぎ

者
しゃ

でした（Ⅰテモ 4:3） 

 

2.教会
きょうかい

の勧善懲悪
かんぜんちょうあく

(*)に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 5:1～25） 

1） 話
はな

してはいけないこと（うわさ話
ばなし

やおせっかい）は、非難
ひ な ん

を受
う

けると言
い

いました 

（Ⅰテモ 5:13） 

2） 訴
うった

えは、ふたりか三人
さんにん

の証人
しょうにん

がなければ、受理
じ ゅ り

しないように言
い

いました（Ⅰテモ 5:19） 

3） だれにでも軽々
かるがる

しく按手
あんしゅ

をしてはいけないと言
い

いました（Ⅰテモ 5:22） 

 

3.牧師
ぼ く し

の義務
ぎ む

に対
たい

する教
おし

えを伝
つた

えました（Ⅰテモ 6:1～21） 

1） キリストの健全
けんぜん

なことばと敬虔
けいけん

にかなう教
おし

えとに同意
ど う い

するように言
い

いました（Ⅰテモ 6:3） 

2） 敬虔
けいけん

を利得
り と く

の手段
しゅだん

と考
かんが

えている人
ひと

たちが起
お

こす紛争
ふんそう

を防
ふせ

ぐように言
い

いました  

（Ⅰテモ 6:5） 

3） 金銭
きんせん

を愛
あい

することが、あらゆる悪
あく

の根
ね

だと言
い

いました（Ⅰテモ 6:10） 

    - 衣食
いしょく

があれば、それで満足
まんぞく

すべきだと言
い

いました（Ⅰテモ 6:8） 
 

 

* 勧善懲悪
かんぜんちょうあく

:教会
きょうかい

で善
よ

い行動
こうどう

は推奨
すいしょう

して、悪
わる

いことは懲戒
ちょうかい

すること 
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今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

テモテへの てがみ だいいちに 

 あらわれた キリスト 

 

1.キリストは、私
わたし

たちを強
つよ

くしてくださいます（Ⅰテモ 1:12） 

 

2.キリストは、私
わたし

たちに職分
しょくぶん

を任
まか

せます（Ⅰテモ 1:12） 

 

3.キリストは、罪人
つみびと

を救
すく

うためにこの世
よ

に来
こ

られました（Ⅰテモ 1:15） 

 

4.永遠
えいえん

の王
おう

である神様
かみさま

には、誉
ほま

れと栄
さか

えとが世々
よ よ

限
かぎ

りなくあります（Ⅰテモ 1:17） 

 

5.キリストは神
かみ

と人
ひと

との間
あいだ

の仲介者
ちゅうかいしゃ

です（Ⅰテモ 2:5） 

 

6.キリストはすべての人
ひと

の贖
あがな

いの代価
だ い か

として、ご自身
じ し ん

をお与
あた

えになりました （Ⅰテモ 2:6） 

 

7.キリストはすべての人
ひと

、特
とく

に信
しん

じる者
もの

の救
すく

い主
ぬし

です（Ⅰテモ 4:10） 

 

8. 王
おう

の王
おう

、主
しゅ

の主
しゅ

であり、ご自分
じ ぶ ん

の良
よ

しとする時
とき

に現
あらわ

れを示
しめ

してくださる再臨
さいりん

の主
しゅ

です 

（Ⅰテモ 6:15） 

 

9.とこしえの光
ひかり

の中
なか

に住
す

まわれる方
かた

です（Ⅰテモ 6:16） 
 

 


